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3 月 5 日（木）、浜坂多目的施設集会施設で宇都野学園の修了式を行いました。修了式には、
在校生や修了生、学園関係者などが出席し、４年間の講座を修了した 8 人と、２年間の大学院
講座を修了した 9 人に馬場町長から修了証書が授与されました。いつまでもお元気で、高齢者
大学で学ぶことは、多くの仲間とのふれあいを深めるとともに、町の芸術・文化を高めています。
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情
報
化
の
取
り
組
み

　

現
在
、
浜
坂
地
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
整
備
状
況
は
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
・
ケ
ー
タ

イ
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎
か
ら
２
㎞
を
超

え
る
と
通
信
速
度
が
遅
く
な
り
、
情
報

の
送
受
信
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
映
像
デ
ー
タ
の
よ
う
な
、
大
容
量

の
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
に
も
非
常
に
時

間
が
か
か
り
、
例
え
ば
、
緊
急
災
害
の

状
況
や
、
避
難
誘
導
等
の
情
報
の
収
受

に
は
十
分
な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
大
容
量
の

デ
ー
タ
に
よ
る
情
報
が
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
た
め
に
、
本
町
に
お
い

て
は
、
現
在
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
よ
り

も
更
に
進
ん
だ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
繋

ぐ
「
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
」

が
、
全
町
の
情
報
基
盤
と
し
て
必
要
で

　

情
報
通
信
技
術
は
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
、
様
々
な
場
所
で
活
用
さ
れ
、
今
以
上
に
便
利
で
豊
か
な
社
会
を
構
築
す
る
手

段
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
情
報
通
信
の
世
界
が
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
そ
れ
に
対
応
し
た
機
器
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町
の
目
指
す
情
報
化
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
を
含
め

て
紹
介
し
ま
す
。

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、情
報
基
盤
の
整
備
と
併
せ
て
、

「
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
」
や
「
ｅ
‐

む
ら
づ
く
り
計
画
」
で
目
指
し
た
利
活

用
を
進
め
る
た
め
、「
新
温
泉
町
情
報

化
推
進
委
員
会
」
で
現
在
の
進
捗
状
況

の
把
握
・
点
検
を
行
い
な
が
ら
、「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
住
民

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
社
会
を
支
え
ま
す

（
子
育
て
支
援
・
医
療
の
事
例
）

　

最
近
、
本
町
に
お
い
て
も
、
マ
ン

シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
等
の
集
合
住
宅
が

増
加
し
、
若
い
夫
婦
と
子
ど
も
暮
ら
す

核
家
族
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
、若
い
お
母
さ
ん
か
ら「
夜

中
に
、
子
ど
も
が
体
調
を
崩
し
た
と
き

は
、
ま
ず
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
」
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
一
昔
前
は
同
居
す

る
祖
父
母
に
相
談
し
、
簡
単
な
処
置
等

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
主
流
で
し
た

が
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
子
ど

も
の
病
気
相
談
を
検
索
し
、
病
状
か
ら

病
名
・
初
期
の
対
処
法
等
の
情
報
を
得

る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
対
処
法

等
を
知
り
た
い
」
と
書
き
込
め
ば
、
瞬

時
に
全
世
界
の
閲
覧
者
か
ら
情
報
が
寄

せ
ら
れ
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。
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◆子育て支援・医療ネットワークの例
　

21
世
紀
を
先
導
す
る

　
―

日ブ

ロ

ー

ド

バ

ン

ド

・

タ

ウ

ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て

空きベッド等の情報共有

私立病院・公立病院等

保育所・幼稚園

子育て支援センター等

町外総合病院等

遠隔治療等

日常の健康管理や
子育て支援情報の
共有

搬送中のデータ
共有・応急措置
指示等
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の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
者
に
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
保
護
者
の
ケ
ー
タ
イ
や

パ
ソ
コ
ン
に
直
接
メ
ー
ル
送
信
し
て
瞬

時
に
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
双
方
向

性
を
活
用
し
、
入
院
等
で
登
校
で
き
な

い
子
ど
も
が
、
登
校
中
の
子
ど
も
と
同

じ
よ
う
に
、
授
業
を
パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ

て
受
け
る
事
も
可
能
で
す
。
併
せ
て
、

複
数
の
学
校
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ

な
げ
ば
、
講
演
会
等
の
開
催
に
つ
い
て

は
会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
、
自
分
の

学
校
で
聴
講
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。
現
在
、
小
学
校
に
も
英
語
教
育
が

導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
近
い
将

インターネット体験コーナー

　本町では昨年に引き続き、「インターネット体
験コーナー」でパソコンを利用した情報検索・閲
覧の体験ができます。

◇と こ ろ　町民センター　ロビー
◇利用時間　平日の午前８時 30 分～
　　　　　　　　　　　　　午後５時 30 分まで
◇お 願 い　設置のパソコンでは情報検索・閲覧
　　　　　　のみご利用可能ください。e-mail の
　　　　　　送受信等の操作はしないでください。
　　　　　　※詳しくはケーブルテレビ事業室へ
　　　　　　　お問い合わせください。

―問い合わせ―
ケーブルテレビ事業室

℡（０７９６）９９ ‐ ２０８０

学
習
の
機
会
が
大
き
く
広
が

り
ま
す
（
教
育
の
事
例
）

　

学
校
で
は
、
自
校
の
特
色
や
理
念
・

活
動
内
容
等
の
情
報
を
保
護
者
や
他

の
学
校
等
へ
発
信
す
る
た
め
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
は
じ
め
と
し
た
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
活
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
警
察
等
か
ら
発
信
さ
れ
た

不
審
者
情
報
等
の
緊
急
情
報
を
、
学
校

　

ま
た
、
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
救

急
医
療
施
設
の
減
少
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
特
徴
で
あ

る
高
速
大
容
量
の
情
報
送
受
信
技
術
を

活
用
し
、
傷
病
者
の
デ
ー
タ
や
映
像
を

地
元
の
病
院
か
ら
搬
送
先
の
病
院
へ
転

送
し
、
救
急
輸
送
中
の
適
切
な
対
処
を

行
う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
き
ま
す
。
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来
、
外
国
の
学
校
と
の
情
報
交
換
も
可

能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
先
進
事
例
で
は
、
各
学
校

の
先
生
が
作
っ
た
独
自
の
プ
リ
ン
ト
な

ど
の
学
習
教
材
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

町
内
の
ど
の
学
校
の
先
生
で
も
、
教
材

を
交
換
し
た
り
、
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
先
生
同
士

の
情
報
交
換
に
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用
し
た
事
例

に
つ
い
て
は
次
回
も
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

◆教育ネットワークの例

Ａ学校

Ｂ学校

役場等

文化施設等

家庭

自治会・町内会

交流学習・遠隔授業・教
材研究や共有化等の実施

遠隔授業・各種講座・
講演会の聴講等

交流学習・子どもの
安全対策等の実施
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第
23
回
麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

　

麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、海
に
山
に
、そ
し
て
浜
坂
の
町
を
駆
け
抜
け
る
コ
ー

ス
が
絶
景
で
す
。
毎
年
、
日
本
全
国
か
ら
多
く
の
の
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
美
し
い

日
本
海
の
潮
風
を
受
け
な
が
ら
力
走
し
ま
す
。多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
24
日
（
日
）

　

午
前
９
時
開
会　

※
雨
天
決
行

▼
会
場　

浜
坂
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
主
催　

新
温
泉
町
麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ

ン
大
会
実
行
委
員
会

▼
種
目

・
ハ
ー
フ
（
男
女
16
～
50
歳
以
上
）

・
10
㌔
（
男
女
16
～
50
歳
以
上
）

・
10
㌔
（
車
い
す
の
部
）

・
５
㌔
（
中
学
生
～
50
歳
以
上
）

・
３
㌔
（
男
女
５
歳
以
上
）

・
３
㌔
ペ
ア
（
ペ
ア
で
参
加
。
年
齢
・

性
別
不
問
）

▼
参
加
料

・
一
般　
　
　
　
　

３
千
円

・
ペ
ア　
　
　
　
　

２
千
円

・
高
校
生
以
下　
　

１
千
円

・
３
㌔　
　
　
　
　

１
千
円

▼
参
加
賞　

記
録
証
、
大
会
記
念
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
無
料
入
浴
券
等

▼
申
込
方
法　

郵
便
振
替
用
紙
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://runnet.jp/

）

な
ど
で
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。
※
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員　

３
千
名
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限　

４
月
20
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

　

ま
た
は
、
同　
　

82
‐
１
６
１
６

▲第 22 回大会の様子

教
育
長
に
山
本
満
男
氏
（
飯
野
）
が
就
任

　

２
月
18
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
臨
時
会
で
、
山
本
満
男
氏
が
教
育
委
員

に
選
任
同
意
さ
れ
、
同
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

今
、
変
革
の
時
代
で
あ
り
、
混
迷
の

時
代
で
あ
り
、
国
際
競
争
の
時
代
で
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
時
代
が

い
か
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
、
教
育
は

人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
個
性
を
尊
重

し
つ
つ
個
人
の
能
力
を
伸
長
し
、
自
立

し
た
人
間
に
育
て
、
幸
福
な
生
涯
を
実

現
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
不
易
な

部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

　

掲
げ
た
一
つ
が
「
元
気
な
子
ど
も
に
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か

な
体
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
つ

つ
、「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
今
春
よ

り
、
新
学
習
指
導
要
領
移
行
措
置
も
始

ま
り
、
新
た
な
教
育
が
出
発
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、
日
々
、「
誰
も
が
元
気
に

登
校
し
て
、心
身
と
も
元
気
に
か
え
す
」

学
校
で
あ
り
た
い
と
願
い
、「
家
庭
は

心
の
庭
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、日
々
、

笑
い
と
会
話
の
あ
る
家
庭
を
望
み
、
そ

し
て
、
相
互
に
絶
え
ず
「
の
り
し
ろ
の

部
分
」
が
あ
る
連
携
を
大
切
に
し
て
、

新
温
泉
町
の
め
ざ
す
教
育
に
邁
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
社
会
と
言
わ
れ
て

久
し
い
で
す
。
町
民
の
皆
様
が
芸
術
・

文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
生
き
甲

斐
を
持
つ
と
と
も
に
、
馥
郁
た
る
充
実

し
た
人
生
を
感
得
し
て
い
た
だ
く
よ
う

生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
り
、
新
温
泉

町
の
教
育
の
充
実
に
精
魂
込
め
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

指
導
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

山本満男教育長



町政のうごきから
H21（2009）.3.12

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
」
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
情

報
を
共
有
す
る
た
め
、一
部
を
回
答
と
と
も
に
本
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

第
３
回
協
働
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る

　

去
る
２
月
５
日
（
木
）
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
３
回
協
働
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
（
会
長
：
松
元
襄
司
氏
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
総
合
計
画
の
実
施

状
況
、
参
画
と
協
働
の
基
本
的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
兵
庫
県
地
域
協
働
課
の

横
山
佐
和
子
課
長
が
「
兵
庫
県
の
参
画

と
協
働
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。
講
演
に
は
同
委
員
会
委
員

の
ほ
か
、
町
職
員
ら
約
50
名
が
参
加
し

て
聴
講
し
ま
し
た
。

　

横
山
課
長
は
県
参
画
と
協
働
条
例
の

経
過
の
説
明
や
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
多
様
性
を
認
め
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
「
住
民
と
行
政
の
協
働

推
進
指
針
」
を
策
定
す
る
た
め
協
議
を

し
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
、「
新
し
い

公
」
の
概
念
が
出
現
し
て

①
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
住
民

満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
こ
と

②
「
公
・
共
」
の
領
域
を
行
政
に
一
任

す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
自
ら
が
責

任
を
も
っ
て
地
域
課
題
に
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
め
ざ

す
べ
き
こ
と

③
住
民
と
行
政
双
方
の
意
識
改
革
に

よ
り
課
題
を
共
有
し
、
共
通
目
標

を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、但
馬
内
に
お
い
て
は
、現
在
、

朝
来
、
養
父
の
両
市
で
「
自
治
基
本

条
例
」
を
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
を

報
告
し
、
本
町
に
お
い
て
も
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

▲講演に聞き入る聴講者
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

▼
選
者　

佐
佐
木
幸
綱
（「
心
の
花
」

編
集
長
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

【
中
高
校
生
の
部
】（
敬
称
略
）

◇
前
田
純
孝
賞

・
台
湾
に
行
く
か
ら
買
っ
た

ア
オ
い
ク
ツ
十
月
下
旬
の

青
空
を
踏
む

　

大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
洋
貴

（
選
評
）
青
い
靴
で
青
い
空
を
踏
む
。

飛
行
機
の
中
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
い

い
で
し
ょ
う
が
、
楽
し
い
幻
想
と
読

ん
で
も
い
い
。
修
学
旅
行
の
楽
し
い

思
い
出
で
す
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、
前
田
純
孝
賞
３

点
（
中
高
校
生
の
部
２
点
、
大
学
生
の

部
１
点
）
に
つ
い
て
、
選
者
の
選
評
も

含
め
て
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
大
学
生
の
部
】（
敬
称
略
）

◇
前
田
純
孝
賞

・
集
中
力
ふ
い
に
途
切
れ
て

ふ
と
も
も
の
寒
さ
き
わ
だ

つ
冬
の
図
書
室

　

島
根
大
学　
　
　
　
　
　
　

松
近
悠

（
選
評
）
誰
で
も
体
験
す
る
日
常
の
一

場
面
を
、的
確
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
体
験
す
る
こ
と
で
も
、
そ
れ

に
気
づ
き
、
表
現
で
き
る
人
は
少
な

い
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

　

本
町
で
は
、
次
代
を
担
う
若
者
に
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
「
前
田
純
孝
」
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
20
年
７

月
１
日
（
火
）
か
ら
11
月
28
日
（
金
）
ま
で
、「
前
田
純
孝
賞
」
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
４
，
４
８
２
首
（
内
訳　

中
高
校

生
の
部
４
，
３
５
３
首
、
大
学
生
の
部
１
２
９
首
）
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
最
終

選
考
を
行
っ
た
結
果
、
入
賞
作
品
92
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

第
14
回
「
前
田
純
孝
賞
」

学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
軽
く
流
し

て
駆
け
登
る
マ
ラ
ソ
ン
坂

に
ひ
と
ひ
ら
の
雲

　

長
崎
県
立
長
崎
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
田
一
貴

（
選
評
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出
て
一
般
道

に
出
た
場
面
で
あ
る
。
一
片
の
雲
を

浮
か
せ
る
青
空
が
坂
の
上
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
雲
を
出
し
て
青
空
を
表

現
し
た
手
腕
で
す
。

◆
前
田
純
孝
（
１
８
８
０
～
１
９
１
１
）

　

東
の
啄
木
、
西
の
翠
渓
と
並
び
称
さ
れ

た
前
田
純
孝
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校

時
代
に
機
関
誌
「
明
星
」
に
作
品
を
発

表
し
、
与
謝
野
鉄
幹
や
晶
子
ら
と
共
に

活
動
し
た
ほ
か
、
多
く
の
短
歌
や
詩
、

童
謡
の
作
詞
、
作
曲
な
ど
も
手
が
け
ま

し
た
。
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町政のうごきから

５
月
25
日
振
替
分
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
。）

Ｑ
３　

新
温
泉
町
の
水
道
料
金
は
高
い

方
で
す
か
、
安
い
方
で
す
か
？

Ａ
３　

統
一
さ
れ
る
水
道
料
金
の
水
準

は
、
一
般
家
庭
用
の
１
ヵ
月
あ
た
り

の
水
道
使
用
量
が
20
㎥
の
場
合
で
比

較
す
る
と
、
兵
庫
県
下
に
51
の
水
道

事
業
体
が
あ
る
う
ち
、
高
い
方
か
ら

数
え
て
26
番
目
に
あ
た
り
ま
す
。

Ｑ
４　

水
道
事
業
が
赤
字
に
な
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
４　

長
引
く
景
気
低
迷
と
節
水
意

識
の
浸
透
に
よ
り
、
料
金
収
入
が
平

成
15
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
落
ち
込

ん
で
お
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続

く
も
の
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

水
道
料
金
改
定
（
統
一
）

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
1　

水
道
料
金
が
上
が
る
と
下
水
道

料
金
も
上
が
る
の
で
す
か
？

Ａ
1　

今
回
は
水
道
料
金
の
改
定
（
統

一
）
で
す
の
で
下
水
道
料
金
は
上
が

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

い
つ
の
料
金
か
ら
改
定
に
な
る

の
で
す
か
？

Ａ
２　

改
定
条
例
は
平
成
21
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
が
、
実
際

に
は
３
月
２
日
か
ら
お
使
い
の
水
道

使
用
量
は
４
月
22
日
の
検
針
時
に
確

定
し
ま
す
の
で
、
４
月
検
針
分
（
５

月
請
求
分
）
の
水
道
料
金
か
ら
３
年

間
で
段
階
的
に
改
定
に
な
り
ま
す
。

（
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
お
客
様
は

Ｑ
６　

水
道
料
金
に
よ
る
福
祉
減
免
制

度
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
６　

住
民
税
非
課
税
の
70
歳
以
上
の

方
で
、
お
１
人
で
生
活
さ
れ
て
い
る

世
帯
の
基
本
料
金
を
３
割
軽
減
し
ま

す
。（
水
道
料
金
の
未
納
が
あ
る
方

お
よ
び
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
地

域
と
年
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

１
ヵ
月
当
た
り
お
お
む
ね
４
４
０
円

か
ら
５
０
０
円
安
く
な
り
ま
す
。
こ

の
減
免
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
上
下
水
道
課
ま
た
は
産
業
建
設

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

平
成
21
年
度
か
ら
新
温
泉
町
（
久
斗
山
、
大
味
・
中
小
屋
、
境
、
釜
屋
、
諸
寄
、

居
組
地
区
は
除
く
）
の
水
道
料
金
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
水
道
料
金
が
４
月

検
針
分
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
段
階
的
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
料
金
改
定
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
質
問
に
つ
い

て
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
変
り
ま
す

　

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

に
加
え
、
将
来
の
安
全
・
安
定
供
給

を
維
持
し
て
い
く
た
め
施
設
の
老
朽

化
、
ク
リ
プ
ト
対
策
等
更
新
事
業
に

多
く
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
な
ど
が

大
き
な
要
因
と
い
え
ま
す
。

Ｑ
５　

今
回
の
料
金
改
定
（
統
一
）
を

し
た
後
の
財
政
見
込
み
は
、
い
つ
ご

ろ
ま
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る

の
で
す
か
？
ま
た
値
上
げ
に
な
る
の

で
す
か
？

Ａ
５　

今
回
の
料
金
改
定
（
統
一
）
に

よ
り
、
新
温
泉
町
の
水
道
経
営
は

お
お
む
ね
平
成
27
年
度
ま
で
収
支

バ
ラ
ン
ス
が
維
持
で
き
る
見
込
み
で

す
。
こ
の
推
計
は
、
毎
年
給
水
量
が

１
・
５
％
程
度
の
穏
や
か
な
減
少
傾
向

が
続
く
も
の
と
し
て
計
算
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
の
水
需
要
動
向
に
よ

り
変
動
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

町
で
は
、
今
回
統
一
す
る
水
道

料
金
を
可
能
な
限
り
維
持
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
営
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
次
期
の
料
金
改

定
に
つ
い
て
は
、
水
需
要
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
平
成
27
年
度
以
降
の
新

た
な
財
政
収
支
計
画
に
よ
り
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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加藤文太郎
記念図書館

「3月のおすすめの本」
ご案内

１分で大切なことを伝える技術 
齋藤孝　著／ＰＨＰ研究所

“ プレゼン、質問、相談、お詫びなどは、
短い方が効果あり” と著者は唱える。「1 分
間のプレゼンテーション」の他、「謝る」「教
える」「初対面」など各シチュエーション
に具体的なポイントを置き、1 分で過不足
なく自分の思いを伝える方法を伝授する。

俳句がどんどん湧いてくる１００の発想法
ひらのこぼ　著／草思社

これから俳句をはじめる方も、はじめ
たばかりの方も、ベテランの方も、俳
句作りに困ったときに役立つ発想のヒ
ントを紹介する。「しゃがんでみる」「音
に浸る」など 100 の発想法に例句を掲
載した作句秘訣集。

本日、サービスデー
朱川湊人　著／光文社

すべての願いが叶う神様が与えてくれ
た特別な一日をサービスデーという。
ある日、冴えない中年男の鶴ケ崎は今
日が自分のサービスデーだと告げられ
た。鶴ケ崎が願ったことはすべて叶う
が…。あなたなら何を願いますか？

オバマ
ロバータ・エドワーズ著・ケン・コール絵／岩崎書店

今、世界中で有名な人の一人となったバ
ラク・オバマ大統領。オバマ氏は少年の頃、
“ この国を変えよう ” と夢見て、こつこつ
と努力を重ね、アメリカ合衆国初のアフ
リカ系大統領になりました。少年時代か
ら大統領に就任するまでを描いた物語。

ねえ、ほんよんで！
レイン・マーロウ　作・絵／徳間書店

いつもゆっくりじっくりのかめさんと、い
つも落ち着きがないうさぎくん。ある晩、
かめくんは、うさぎさんに「ねえ、ほん
よんで」とせがまれ、読んであげました。
すると…。性格がまるで違うふたりの友
情をユーモラスに描いたかわいい絵本。

  TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（3月号） �

H21（2009）.3.12

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『おおきくなるってゆうことは』他
◆と 　き　３月28日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『めっきらもっきらどおんどん』他
◆と 　き　４月11日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

図書館からのお願い　　          
卒業、入学、転勤などにともない、
返し忘れの本がお家にありません
か？ご確認ください。図書館ブック
ポスト、移動図書館車「ささゆり号」
に返却していただいても結構です。

休館日のお知らせ　　　　      

＊リクエストや予約したい本があり
ましたらお気軽にお問い合わせく
ださい。

＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

3 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

は休館日

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30
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▼
作
り
方

①
米
は
洗
っ
て
ザ
ル
に
上
げ
、
水
を

切
っ
て
お
く
。

②
茹
で
た
け
の
こ
は
薄
切
り
に
し
て
か

ら
、
小
口
切
り
に
す
る
。
油
あ
げ
は

細
か
く
切
る
。

③
炊
飯
器
に
米
と
調
味
料
を
入
れ
、
普

通
の
水
加
減
の
目
盛
り
ま
で
だ
し
汁

を
加
え
て
ひ
と
混
ぜ
し
、
た
け
の
こ

と
油
あ
げ
を
入
れ
て
炊
く
。

④
十
分
蒸
ら
し
て
器
に
盛
り
、
木
の
芽

を
あ
し
ら
う
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
た
け
の
こ
ご
飯

◆材料（４人分）
・米・・・・・・3 カップ
・茹でたけのこ・・200 ｇ
・油あげ・・・・・・1 枚
・しょう油・・・大さじ 2
・みりん・・・・大さじ 3
・塩・・・・・小さじ 1/2
・木の芽・・・・・・少々
・だし汁・・・・・・適量

図書館ボランティア募集
　住民のみなさんとともにより良い図書館づくりをす
ることを目的として、ボランティアを募集します。生
きがいづくり、出会い、ふれあいの場としてボランティ
ア活動に参加してみませんか？

◆活動内容
　①本に関すること
　　返却本の整理、書架の整頓、資料整理など
　②児童への読み聞かせなどに関すること
　　読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど
　③図書館の美化に関すること
　　館内の飾り付け、草刈り、花の手入れなど
　④その他
　　やってみたい活動について相談に応じます
◆対象者
　町内在住で、高校生以上の方
◆活動時間
　少しの時間でも結構ですので、都合のよい時間にご

参加下さい。
◆登録手続
　活動を希望される方は登録手続きをお願いします。
　※図書館が主催する研修に参加していただきます。
◆募集期間　３月 13 日（金）～４月 10 日（金）

―問い合わせ―
加藤文太郎記念図書館

℡（０７９６）８２ ‐ ５２５１

移動図書館車巡回の変更
　３月第３金曜日（３月 20 日）の
移動図書館車「ささゆり号」温泉地
域（熊谷・鐘尾方面）の運行日程を
次のとおり変更します。

◆運行日
　変更前　３月 20 日（金）
　変更後　３月 24 日（火）
◆対象地域
　温泉地域（熊谷・鐘尾方面）

▲加藤文太郎記念図書館

加藤文太郎記念図書館からのお知らせ
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【浜坂地域運行表】
毎月第 1 水曜日

時　　　間 対象地域 停　車　場　所
12：55 ～ 13：25 ―  浜坂西小学校
13：35 ～ 13：55 ―  明星保育園
14：05 ～ 14：20 諸　寄  諸寄郵便局前
14：30 ～ 14：45 諸寄奥町  野田橋付近
14：55 ～ 15：10 釜　屋  釜屋ふれあいセンター
15：20 ～ 15：35 居　組  木谷重幸様宅前

毎月第２水曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

  9：50 ～ 10：05 久斗山  久斗山バス停留所
10：10 ～ 10：25 境  谷岡正明様宅車庫前
10：35 ～ 10：50 藤　尾  藤尾ふれあいセンター
11：05 ～ 11：30 二日市  大庭保育所
12：45 ～ 13：10 ―  浜坂東小学校
13：15 ～ 13：30 高　末  高末ふれあいセンター
13：40 ～ 13：55 辺　地  水田建設倉庫前
14：05 ～ 14：20 正法庵  正法庵ふれあいセンター
14：30 ～ 14：45 久　谷  久谷芸能伝承館
14：50 ～ 15：05 対　田  対田ふれあいセンター
15：15 ～ 15：30 福　富  福富ふれあいセンター

毎月第３水曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

13：00 ～ 13：25 栃　谷  浜坂南小学校正面玄関
13：35 ～ 13：50 用　土  用土ふれあいセンター
13：55 ～ 14：10 古　市  西村様宅駐車場前
14：15 ～ 14：30 新　市  バス停横（山根工務店作業所裏）
14：35 ～ 14：50 七　釜  旧七釜温泉共同浴場前
15：00 ～ 15：15 田　君  田君ふれあいセンター
15：25 ～ 15：40 若　松  植村尚巳様宅前
15：45 ～ 16：00 戸　田  戸田ふれあいセンター

毎月第４水曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

14：05 ～ 14：20 和　田  和田ふれあいセンター
14：30 ～ 14：45 赤　崎  赤崎ふれあいセンター
14：55 ～ 15：10 三　尾  御火浦コミュニティセンター
15：30 ～ 15：45 田　井  田井ふれあいセンター
15：50 ～ 16：05 指　杭  宮階司様宅横駐車場

【温泉地域運行表】
毎月第 1 金曜日

時　　　間 対象地域 停　車　場　所
10：30 ～ 11：00 ―  ゆめっこランド
11：10 ～ 11：25 歌長、高山  歌長公民館
12：50 ～ 13：20 春　来  春来小学校
13：40 ～ 13：55 ―  町民センター
14：05 ～ 14：20 細田、湯、数久谷  夢千代館
14：25 ～ 14：55 ―  温泉小学校

毎月第２金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10：10 ～ 10：25 飯　野  飯野公民館
10：35 ～ 11：50 塩　山  塩山公民館
11：05 ～ 11：20 中　辻  中辻公民館
11：30 ～ 11：45 丹　土  フレンドショップあたご付近
12：45 ～ 13：15 ―  照来小学校
13：30 ～ 13：45 切　畑  切畑公民館
13：55 ～ 14：10 多　子  宮脇勝幸様宅横広場
14：25 ～ 14：40 桐　岡  照来診療所

毎月第３金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

12：50 ～ 13：20 熊　谷  熊谷小学校
13：30 ～ 13：45 伊　角  伊角公民館
14：00 ～ 14：15 今岡金屋  今岡金屋公民館
14：35 ～ 14：50 鐘　尾  鐘尾公民館
15：00 ～ 15：15 千原、あさひヶ丘  薬師堂付近
15：25 ～ 15：40 竹　田  竹田公民館
15：50 ～ 16：05 井　土  井土公民館
16：10 ～ 16：25 ―  井土町営住宅

毎月第４金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10：10 ～ 10：45 ―  八田小学校
10：55 ～ 11：10 千谷、宮脇  八田コミュニティセンター
11：20 ～ 11：35 内山、越坂  内山公民館
11：50 ～ 12：05 海　上  海上公民館
13：30 ～ 13：45 青　下  青下公民館
13：55 ～ 14：10 田中、霧滝  岸田出張診療所前
14：15 ～ 14：30 岸　田  岸田公民館
14：40 ～ 15：10 石　橋  奥八田小学校
15：20 ～ 15：35 前  バス停付近

移動図書館車「ささゆり号」の巡回の変更について

　移動図書館車「ささゆり号」は、冬期間の運行終了のため、４月より下記の日程で運行させていただきます。
お間違えのないようお願いいたします。

―問い合わせ―
加藤文太郎記念図書館

℡（０７９６）８２ ‐ ５２５１
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期
日
前
投
票
制
度
に
つ
い
て

①
有
権
者
が
選
挙
当
日
投
票
所
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
選
挙
人
名

簿
登
録
地
で
、
投
票
日
よ
り
前
に
投

票
で
き
る
制
度

▼
投
票
で
き
る
期
間

　

選
挙
公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
前
日
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
投
票
の
場
所

　

名
簿
登
録
地
の
期
日
前
投
票
所

・
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

・
新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。（
印
鑑
な
ど
は
不
要
）

②
投
票
の
仕
方

　

期
日
前
投
票
所
へ
行
く
。（
入
場
券

が
あ
れ
ば
持
参
す
る
）

　

選
挙
期
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
予
定
が
あ
る
た
め
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
有
権

者
の
た
め
に
、
設
け
ら
れ
た
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

　
「
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　

↓

　

投
票
用
紙
を
受
け
取
る
。

　
　
　
　
　

↓

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
等
を
記

入
す
る
。

　
　
　
　
　

↓

　

投
票
箱
に
投
票
用
紙
を
入
れ
る
。

不
在
者
投
票（
在
宅
投
票
）

制
度
つ
い
て

①
有
権
者
が
仕
事
等
で
投
票
日
ま
で
名

簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在

す
る
場
合
ま
た
は
病
院
・
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
中
な
ど
の
場
合
に
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は

入
院
等
し
て
い
る
施
設
で
、
投
票
日

よ
り
前
に
投
票
で
き
る
制
度

　
　

ま
た
、
在
宅
投
票
を
行
う
に
は
、

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
選
挙

が
近
づ
く
ま
で
に
あ
ら
か
じ
め
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
で
き
る
期
間

　

選
挙
公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
前
日
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
（
午
後
５
時
以
降
は
滞
在
先
に
よ
り

異
な
る
）

▼
投
票
の
場
所

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は

入
院
先
の
施
設

▼
在
宅
投
票
の
制
度
が
利
用
で
き
る
人

の
条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

お
よ
び
介
護
保
険
被
保
険
者
証
い
ず

れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

障
害
等
の
状
態
が
一
定
以
上
で
あ
る

人 

②
選
挙
の
仕
方

▼
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

す
る
場
合

　

近
く
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
「
投
票

用
紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
も
ら

う
か
、
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
請
求
す
る
。

　
　
　
　

↓

　
「
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
へ
郵
送
す
る
。

　
　
　
　

↓

　

投
票
用
紙
等
が
届
く

　
　
　
　

↓

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

す
る
。

▼
入
院
先
の
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

入
院
先
の
施
設
の
長
（
ま
た
は
看
護

師
・
介
護
師
等
）
に
投
票
を
行
い
た

い
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

↓

【
入
院
先
の
施
設
の
長
が
、
名
簿
登
録

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
請
求
】

　

入
院
先
の
施
設
で
投
票
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課　

行
政
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

 

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
③
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 21 年 2 月 20 日現在

広報しんおんせん（3月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 720 ～ 1,000
㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ ェ ー タ ー、
ウェートレス、
販売補助

不問 800 ～ 950

日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 790

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,000

㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000
㈱マルワ渡辺水産 水産物の加

工員 不問 720 ～ 850
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,450 ～ 2,180
㈱ナカケー 鮮魚部 不問 800
ゴダイ㈱ 販売 不問 720 ～ 800
特定非営利活動
法人にーず 介護員 不問 800 ～ 1,000

（温泉地域）

㈱井筒屋 布団敷き 不問 800
客室係 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

看護員 不問 1,000
ケアマネージャー 850

㈲兵庫ライフサービス
フロアースタッフ、
フロントスタッフ、
厨房スタッフ

不問 770

アイケー電機㈱
湯村工場

電気機械
器具製造 不問 750 ～ 850

㈱たむら 接客及び
厨房補助 不問 750 ～ 800

㈱御やどゆもと 業務全般、
フロント全般 不問 750 ～ 850

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
㈱コメリ
中四国地区本部 販売員 不問 760 ～ 800
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 1,200 ～ 1,400准看護師

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員、
調理師 不問 133 ～ 146
栄養士 144 ～ 176

㈱隆栄水産
営業 59 以下 190 ～ 300
販売管理 59 以下 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260

浜美屋食品㈱ 工場幹部
候補生 39 以下 165 ～ 300

特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 215
看護補助者 62 以下 138

㈲福田建機 建設機械
整備 不問 155 ～ 205

㈱マルワ渡辺水産
事務員 59 以下 145 ～ 200
水産加工員 59 以下 130 ～ 200
運転手兼
工場管理補助 59 以下 180 ～ 300

㈲アートライフタニタ 営業販売 40 以下 170
（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 61 以下 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 59 以下 198
㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
㈱寿荘 フロント 59 以下 140 ～ 150

事務員 130 ～ 140
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

ケアマネージャー 59 以下 146 ～ 149
看護師 170 ～ 174
栄養士 不問 151 ～ 250

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 182 ～ 207准看護師
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 150 ～ 185
ヤンマー農機販売㈱
中四国カンパニー 営業 39 以下 165 ～ 255

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
　　　　　　　※免許の写しを合わせて提出してください。
◇採 用 期 間　平成 21 年４月  1 日～ 9 月 30 日まで（更新あり）
◇受 付 期 間　平成 21 年３月 12 日（木）から 3 月 19 日（木）午後 5 時まで
◇面 接 日 時　平成 21 年３月 27 日（金）午後 5 時 30 分から行います。
　　　　　　　※詳細な時間については、応募締切後、応募者へお知らせします。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡（０７９６）８２ ‐ ３１１１

職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等
保育士
または

幼稚園教諭
８名 保育業務 日額

6,800 円

浜坂保育所、大庭
保育所、ふれあい
センター※ 1

満 60 歳未満
保育士資格または
幼稚園教諭免許が必要

 午前 8 時 30 分～
 　　　午後 5 時 30 分
 （早出・遅出・土曜勤務あり）

※ 1　浜坂・大庭保育所は、4 月 1 日より認定こども園になります。

平成 21 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について
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農
業
委
員
会
情
報
№
37―

農
地
の
権
利
移
動
な
ど
の
法
律
・
制
度

許
可
が
必
要
と
な
る「
農
地
」

「
採
草
放
牧
地
」
と
は

◆
「
農
地
」
と
は
、
耕
作
の
目
的
に
供

さ
れ
る
土
地
と
さ
れ
ま
す
。（
農
地

法
第
二
条
第
一
項
）

○
農
地
に
該
当
す
る
も
の

①
栽
培
管
理
が
行
わ
れ
現
に
耕
作
さ
れ

て
い
る
も
の
。
田
、
畑
、
果
樹
園
、
放

広報しんおんせん（3月号）

　

農
業
委
員
会
の
根
幹
と
な
る
業
務
で
あ
り
、
農
家
か
ら
の
相
談
も
多
い
農
地
転
用

許
可
制
度
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

牧
栽
培
地
、
林
業
種
苗
の
苗
田
、
わ

さ
び
田
、は
す
池
等
。（
そ
の
他
、桐
樹
、

芝
、
牧
草
畑
、
竹
ま
た
は
筍
、
養
鯉

場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
水
田
、
庭
園

等
に
使
用
す
る
各
種
花
木
栽
培
）

②
現
に
耕
作
さ
れ
て
い
な
く
て
も
農
地

に
当
た
る
も
の
、
休
耕
地
、
不
耕
作

地
。（
耕
作
し
ょ
う
と
す
れ
ば
い
つ

で
も
耕
作
で
き
る
よ
う
な
休
耕
地
、

不
耕
作
地
等
も
含
ま
れ
ま
す
）

○
農
地
に
該
当
し
な
い
も
の

①
家
庭
菜
園
（
家
屋
敷
地
等
を
利
用
し

た
菜
園
な
ど
）

②
空
間
地
利
用
（
河
川
敷
地
等
を
農
地

利
用
し
た
も
の
）

③
不
法
開
墾
（
山
林
等
を
無
断
で
開
墾

し
て
農
地
化
し
た
も
の
）

◆
「
採
草
放
牧
地
」
と
は
農
地
以
外
で

主
と
し
て
耕
作
ま
た
は
、
養
畜
の
た

め
の
採
草
ま
た
は
、
家
畜
放
牧
の
目

的
に
供
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。（
農
地
法
第
二
条
第
一
項
）

○
採
草
放
牧
地
に
該
当
す
る
も
の

・
堆
肥
に
す
る
目
的
等
で
採
草
し
て
い

る
土
地

・
飼
料
ま
た
は
敷
料
に
す
る
た
め
の
採

草
を
し
て
い
る
土
地

○
採
草
放
牧
地
に
該
当
し
な
い
も
の

・
屋
根
を
含
め
た
カ
ヤ
の
採
取

・
堤
塘
、
道
路
等
の
一
部
で
耕
作
ま
た

は
養
畜
の
た
め
に
採
草
し
て
い
る
場

合
（
主
な
利
用
目
的
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
）

・
牧
草
を
は
種
し
、
施
肥
を
行
い
、
肥

培
管
理
し
て
栽
培
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
→
（
農
地
と
な
り
ま
す
）

※
「
農
地
・
採
草
放
牧
地
」
の
判
断
は
、

い
ず
れ
も
耕
作
あ
る
い
は
採
草
ま
た

は
放
牧
に
供
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
土
地
の
現
況
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
土
地
登

記
簿
上
の
地
目
が
山
林
、
原
野
な
ど

農
地
以
外
の
も
の
に
な
っ
て
い
て
も

現
況
が
農
地
、
採
草
放
牧
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

遊
休
農
地
を
解
消
し
、 

美
し
い
農
村
を
守
ろ
う

○
遊
休
農
地
と
は

　

過
去
一
年
間
以
上
の
間
（
実
質
的
に

は
二
年
以
上
）、
不
作
付
け
の
状
態
と

な
っ
て
い
る
農
地
。

○
不
作
付
地
と
は

　

調
査
日
以
前
一
年
以
上
作
付
け
し
な

か
っ
た
が
、
今
後
数
年
の
間
に
再
び
耕

作
す
る
意
思
の
あ
る
土
地
。

○
休
閑
地
と
は

　

現
在
耕
作
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
数

年
間
に
再
び
耕
作
す
る
と
い
う
意
思
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
土
地
を
休
閑
地
と

し
て
お
り
、
経
営
耕
地
に
含
む
。

○
耕
作
放
棄
地
と
は

　

調
査
日
以
前
一
年
以
上
作
付
け
せ
ず
、

今
後
数
年
の
間
に
再
び
耕
作
す
る
は
っ

き
り
し
た
意
思
の
な
い
土
地
を
い
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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広報しんおんせん（3月号）

湯村温泉の「温泉力」調査
　地域資源である湯村温泉の潜在力を探り、新しい温
泉観光地・商品化づくりに活かそうと 2 月 15 日（日）、
リフレッシュパークゆむらで、「温泉力」調査がおこな
われました。
　この日は、湯村温泉の美肌効果を科学的に証明しよう
と、20 ～ 60 代の女性約 40 人にモニターとして協力し
ていただき、温泉入浴前と入浴後にうるおいや皮脂量な
ど肌の状態を、専門機器を使ってチェックしました。調
査結果は今後まとめられ、湯村温泉の「温泉力」のＰＲ
に活用していきます。

ハマダイコンを地域の特産品に！
　浜坂ハマダイコン特産品開発協議会（森昌彦会長）で
は、浜辺などに自生するハマダイコンを、新たに地域の
特産品にしようと取り組みをすすめています。
　2 月 26 日（木）には、ハマダイコンを使ったポン酢
と紅葉おろしの 2 種類の試作品が完成し、浜坂町商工
会館で披露されました。今年度は地元の農家 4 軒が 10
㌃の農地でハマダイコンを栽培しました。このハマダイ
コンを使い、町内にある浜美屋食品の協力を得て、試行
錯誤の結果、このほど試作品の完成にこぎつけました。

　山陰海岸の世界ジオパーク登録への機運を高めるとと
もに、環境美化並びに不法投棄撲滅を図ることを目的と
して 2 月 22 日（日）、居組の国道 178 号線沿線で「目
指せ！世界ジオパーククリーン大作戦」を実施しました。
　本町が主体となって各種団体に参加を呼びかけ、高校
生を含む住民ボランティア約 220 人が参加し、急傾斜
地などに投棄されたごみを集めました。この日集められ
たごみは、カンやビンのほか、テレビや洗濯機などの大
型ごみなどもあり、約 6.2㌧ものごみが集められました。

「目指せ！世界ジオパーク」クリーン大作戦

　県立但馬牧場公園で２月15日（日）、「牧場公園感謝祭」
が開催され、県内外から約 1,300 人の家族連れらが訪れ、
多彩なイベントを楽しみました。
　感謝祭は春の訪れを前に、来場者へ日ごろの感謝の気
持ちを込めて毎年開催しており、今年は暖かい陽気が続
いたため、地面の上での開催となりました。会場では先
着 200 人に但馬牛の焼き肉が振る舞われたほか、ボー
ルの中から当たりを探し当てる「宝探し」イベントなど
が行われ、大盛況の感謝祭となりました。

牧場公園感謝祭
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   猪名川町雪まつり

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（3月号）

　県立但馬牧場公園で 2 月 1 日（日）、毎年恒例となる
「第 14 回雪像コンテスト」が開催され、町内外から 12
組のグループが雪像作りに挑戦しました。
　参加者らは、会場に用意された約 2㍍立方の雪の塊を、
スコップや移植ごてなどで削ったり、水彩絵の具で色を
塗るなど、制限時間 2 時間以内に雪像を作り上げてい
きました。作品は、ふくろうなどの動物や、崖の上のポ
ニョ、トトロといったアニメのキャラクターなど、参加
者は思い思いの雪像作りを楽しみました。

　本物の雪を京阪神などの人に親しんでもらおうと、毎
年本町から雪を届けている猪名川町で 1 月 31 日（土）、
2 月 1 日（日）の二日間、雪まつりが開催されました。
　100㌧の雪が持ち込まれた日生中央駅前広場では、巨
大なかまくらや雪だるまなどがお目見えし、多くの家族
連れなどでにぎわいました。また、湯村温泉の足湯や松
葉ガニ、焼きちくわなどの販売も行われました。

　湯村温泉街をやわらかなろうそくの光で包む「ゆむら
灯火の景」（同実行委員会主催）が２月 7 日（土）、8 日

（日）の２日間開催されました。
　温泉街の活性化を図ることを目的に毎年開催している
このイベントは今年で 6 回目となり、メイン会場では、
大型雪像の設置のほかオカリナのコンサートも行われま
した。各家庭や商店の軒先に並べられた雪像とろうそく
が織り成す幻想的な雰囲気の中、訪れた人々は温泉街の
散策を楽しみ記念撮影をするなどしていました。

ゆむら灯火の景

　町民相互の親睦を図るとともに、町民の健やかな心身
の育成を図ることを目的として、2 月 8 日（日）「第 3
回新温泉町親睦卓球大会」（新温泉町体育協会主催）が
浜坂体育センター体育館で開催されました。
　大会には小学生から一般までの町民約 180 人が参加
し、団体戦と個人戦が行われ、選手らは日ごろの練習の
成果を発揮しました。会場では、ラリーの応酬やスマッ
シュを決めて仲間と喜びあう姿などがみられ、スピード
感あふれる熱戦が繰り広げられました。

新温泉町親睦卓球大会

牧場公園　雪像コンテスト
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浜
坂
絵
画
教
室「
エ
ポ
ー
シ
ュ
」

作
品
展
の
ご
案
内

▼
と
き　

３
月
14
日
（
土
）
～

　

４
月
８
日
（
水
）

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

浜
坂
絵
画
教
室
の
生
徒
の
水

彩
画
、
油
絵
約
40
点
を
展
示

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.3.12

ご
案
内

広報しんおんせん（3月号）

町
有
財
産
の
売
払
い
に
つ
い
て

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
将
来
的
に
そ
の
利
用
予
定
が
な
い

財
産
に
つ
い
て
、購
入
希
望
者
を
募
り
、

売
却
し
ま
す
。

▼
売
却
物
件

◇
物
件
番
号
１

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
４
８
番
３

宅
地　

３
５
０
・
０
５
㎡

◇
物
件
番
号
２

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
５
０
番
１

雑
種
地　

２
４
９
６
・
４
０
㎡

▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

▼
入
札
日
時

　

平
成
21
年
３
月
30
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分

但馬長寿の郷特別展示
排泄とおむつ　～いろいろな “ おむつ ” を知ろう～

人の尊厳を守るうえで重要な排泄ケアをテーマにし
て、尿とりパッドやおむつの正しい活用や取り扱い方
など排泄に関する情報提供、おむつに関する制度など
を紹介します。ぜひご覧ください。

◇と　き　３月 11 日（水）～ 24 日（火）

　　　　　午前９時～午後５時 30 分

◇ところ　但馬長寿の郷　すこやかセンター

　　　　　（養父市八鹿町国木 594-10）

―問い合わせ―
但馬長寿の郷

すこやかセンター

℡（０７９）６６２ ‐ ８４５６

▼
入
札
場
所

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

１
階　

小
会
議
室

▼
最
低
売
却
価
格　

◇
物
件
番
号
１　
　
　
　

３
２
０
万
円

◇
物
件
番
号
２　
　

１
，
７
９
０
万
円

▼
参
加
申
込
み
期
限

　

平
成
21
年
３
月
27
日
（
金
）

　

午
後
１
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

管
財
係　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

お
知
ら
せ

物件番号 2
物件番号 1
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下
水
道
使
用
料
の 

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

浜
坂
地
域
の
一
般
住
宅
に
お
け
る

下
水
道
使
用
料
は
、
基
本
料
金
（
２
，

５
０
０
円
）
と
人
数
分
（
１
人
に
つ
き

月
５
０
０
円
）
の
合
計
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
温
泉
地
域
の
一
般
住
宅
に

つ
い
て
は
、
町
水
道
お
よ
び
温
泉
配
湯

以
外
の
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
世

帯
の
人
数
に
よ
る
認
定
水
量
で
料
金
を

算
定
し
て
い
ま
す
。
人
数
は
住
民
基
本

台
帳
が
基
準
と
な
り
ま
す
が
、
住
民
票

が
あ
っ
て
も
進
学
や
単
身
赴
任
、
施
設

入
所
な
ど
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
の
方

に
つ
い
て
は
減
免
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
者
が
あ
り
、
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
上
下
水
道
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支

所
産
業
建
設
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
来
庁
の
際
は
、「
印
鑑
」「
不
在
者
の

現
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
４
月
16
日（
木
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
（
平
成
20
年

度
）
減
免
中
の
方
が
、
平
成
21
年
度

も
引
き
続
き
減
免
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

「
愛
の
献
血
」
の
実
施
に
つ
い
て

▼
と
き　

３
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

広報しんおんせん（3月号）

H21（2009）.3.12

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

3月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

3月25日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

3月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

3月19日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査
に
つ
い
て

　

計
量
法
の
規
定
に
基
づ
く
新
温
泉
町

の
区
域
に
お
け
る
「
は
か
り
」
の
定
期

検
査
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
は
か
り
」
を
取
り

引
き
、
ま
た
は
証
明
の
た
め
に
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
も
れ
な
く
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
検
査
実
施
機
関
（
計
量
法
第
20
条
第

1
項
に
基
づ
く
指
定
定
期
検
査
機
関
）

　

社
団
法
人
兵
庫
県
計
量
協
会

　
（
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
7
丁
目
28

番
33
号　

兵
庫
県
立
産
業
会
館
内
）

▼
検
査
実
施
期
日　

４
月
14
日
（
火
）

～
28
日
（
火
）
ま
で
の
期
間

　
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

▼
検
査
実
施
場
所　

計
量
器
を
使
用
し

て
い
る
店
舗
、
事
務
所
等
へ
訪
問
し

て
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
等
の

大
型
は
か
り
は
、
こ
の
検
査
実
施
期

日
と
は
別
に
、
期
日
を
個
々
の
受
検

者
に
通
知
し
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１
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I N F O R M A T I O N
H21（2009）.3.12

広報しんおんせん（3月号）

平
成
21
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

▼
平
成
21
年
度
第
１
号
被
保
険
者
の
保

険
料
額
（
月
額
）

◇
定
額
保
険
料　
　

１
４
，
６
６
０
円

◇
付
加
保
険
料　
　
　
　
　

４
０
０
円

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
改
定
に
あ
わ
せ

前
納
保
険
料
も
変
わ
り
ま
す

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
前
納

の
保
険
料
額
も
変
わ
り
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
の
一
部
免
除
期
間
の

１
ヵ
月
分
の
保
険
料
額
は
次
の
通
り

で
す
。

◇
半
額
納
付　
　
　
　

７
，
３
３
０
円

◇
４
分
の
３
納
付　

１
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
分
の
１
免
除
）

◇
４
分
の
１
納
付　
　

３
，
６
７
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
分
の
３
免
除
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

　

新
温
泉
町
役
場　

健
康
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

４
月
か
ら
夢
つ
ば
め（
町
民
バ
ス
）

の
時
刻
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、
夢
つ
ば

め
（
町
民
バ
ス
）
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
改

正
し
ま
す
。

　

改
正
後
の
新
し
い
時
刻
表
を
、
広
報

３
月
号
お
知
ら
せ
版（
３
月
26
日
発
行
）

と
と
も
に
区
長
・
町
内
会
長
を
通
じ
て

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特
別
被
疑
者
に

関
す
る
情
報
提
供
の
お
願
い

　

平
田
信
、
高
橋
克
也
、
菊
地
直
子
は

依
然
逃
亡
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
情

報
が
検
挙
に
結
び
つ
い
た
場
合
に
は
、

民
間
で
組
織
さ
れ
た
オ
ウ
ム
真
理
教
特

別
手
配
被
疑
者
検
挙
の
た
め
の
懸
賞
広

告
実
行
委
員
会
か
ら
、
手
配
被
疑
者
１

人
に
つ
き
２
０
０
万
円
の
懸
賞
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

▼
特
別
手
配
被
疑
者

▼
問
い
合
わ
せ　

美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学

平
成
21
年
度
学
生
募
集

　

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
で
は
、
平

成
21
年
度
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
本
学
は
毎
週
土
曜
日
放
送
の
ラ
ジ

オ
講
座
を
通
し
て
、
高
齢
期
の
生
き
方

や
健
康
問
題
、
一
般
教
養
な
ど
を
学
ぶ

も
の
で
す
。
放
送
を
聴
い
て
感
想
文
を

提
出
す
る
こ
と
が
学
習
の
基
本
で
す
。

教
材
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
毎
月
１
回
発

行
し
ま
す
。
ま
た
、
年
数
回
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
な
ど
を
通
し
て
学
生
相
互
の
交

流
も
図
り
ま
す
。

▼
対
象　

60
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

▼
費
用　

年
間
６
千
円

　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▼
放
送　

ラ
ジ
オ
関
西
（
５
５
８

kHz
）、

毎
週
土
曜
日
、
午
前
６
時
30
分
～
７
時

▼
募
集
人
員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

※
他
に
聴
講
生
制
度
も
あ
り
ま
す

▼
募
集
期
限　

４
月
10
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学

　

℡
（
０
７
９
）
４
２
４
‐
３
３
４
２

◆前納保険料
納付方法 １ヵ月分 ６ヵ月分 １年分

 現金支払（月々） 14,660 円 87,960 円 175,920 円

 現金支払（前納）
前納はあり
ません

87,250 円
【710 円】

172,800 円
【3,120 円】

 クレジット納付（前納）

【割引額】

 口座振替（前納） 14,610 円 86,960 円 172,230 円

【割引額】 【50 円】 【1,000 円】【3,690 円】

募　

集

▲平
ひら

田
た

 信
まこと

 43 歳▲高
たか

橋
はし

 克
かつ

也
や

 50 歳▲菊
きく

地
ち

 直
なお

子
こ

 37 歳



　

平
成
21
年
度　

学
園
生
募
集 
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広報しんおんせん（3月号）

新
温
泉
町
立
高
齢
者
大
学 

「
宇
都
野
学
園
」「
と
ち
の
み
学
園
」

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
趣
味
、
教
養
を
高

め
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
創
造
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
立
高

齢
者
大
学
「
宇
都
野
学
園
」「
と
ち
の

み
学
園
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
高
齢
者
大
学
で
学
び
、
仲
間
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
学
習
年
限

◇
宇
都
野
学
園　

本
科
生　
　

４
年
間

　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
生　

２
年
間

◇
と
ち
の
み
学
園　

２
年
（
３
年
目
以

降
は
研
修
生
と
な
り
ま
す
）

▼
入
園
資
格

　

満
60
歳
以
上
で
町
内
在
住
の
人

※
宇
都
野
学
園
大
学
院
生
は
宇
都
野
学

園
本
科
生
を
修
了
さ
れ
た
人
に
限
り

ま
す
。

▼
学
習
内
容

　

一
般
教
養
講
座
、
専
門
講
座
等

▼
募
集
期
限

　

両
学
園
と
も　

３
月
27
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
野
学
園
事
務
局

　
（
浜
坂
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

と
ち
の
み
学
園
事
務
局

　
（
温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り

大
学
受
講
生
募
集

　

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
で
は
、

新
し
い
但
馬
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成

の
一
環
と
し
て
「
平
成
21
年
度
但
馬
ふ

る
さ
と
づ
く
り
大
学
」
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
～
12
月
の
う
ち
８
日
間

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ（
豊
岡
市
）

お
よ
び
、但
馬
長
寿
の
郷
（
養
父
市
）

▼
内
容　

平
成
22
年
３
月
実
施
の
「
第

４
回
但
馬
検
定
試
験
」受
験
に
向
け
、

但
馬
の
歴
史
や
風
土
等
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
講
座
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

▼
対
象
者　

但
馬
地
域
に
在
住
、在
勤
、

在
学
す
る
方
お
よ
び
、
地
域
外
の
方

で
但
馬
検
定
の
受
講
を
希
望
す
る
方

▼
受
講
料　

１
万
円

　
（
大
学
生
、
高
校
生
は
５
千
円
）

▼
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
、
㈶
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く

り
協
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員　

80
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限　

４
月
17
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
そ
の
他　

規
定
の
回
数
を
受
講
し
た

人
に
は
、
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

㈶
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

－あなたの暮らしを応援します－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを低価格
にてご提供致しております。
　ご好評頂いております「買い物代行サービス（代行料１回８００円～）」の他に、「蛍光灯、電
球の交換」「網戸、外の窓洗い」「網戸、障子の張り替え」「家具の配置換え」「墓掃除」「粗大ゴ
ミのゴミステーションまでの運搬」「草抜き、草刈り機を使用した草刈り」「台所、換気扇掃除」「ト
イレ掃除」「浴室掃除、カビ取り」「簡単な補修作業」「外出の付き添い」などがあります。でき
る限りのことを致しますので、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】

▲平成 20 年度宇都野学園学園祭の様子
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I N F O R M A T I O N
平
成
21
年
度
電
気
通
信 

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
通

信
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
利
用
者
の
意
見
や
要
望
を
幅
広

く
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心

が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
次
の

活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
方

▼
活
動
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

　
（
年
２
回
実
施
予
定
）

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

　
（
年
１
回
開
催
予
定
）

▼
委
嘱
期
間　

平
成
21
年
６
月
１
日
～

平
成
22
年
３
月
31
日

▼
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
近
畿
総
合
通
信

局
（http://w

w
w

.ktab.go.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
受
付
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員　

１
３
０
名

▼
募
集
期
限　

４
月
３
日
（
金
）

▼
謝
金　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
、
別
途
謝
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

近
畿
総
合
通
信
局　

情
報
通
信
部

　
　
　
　
　
　
　
　

電
気
通
信
事
業
課

　

℡
（
０
６
）
６
９
４
２
‐
８
５
１
８

国
立
大
学
法
人
等
職
員

統
一
採
用
試
験

　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
統

一
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の
配
布
が
始

ま
り
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　  電気・灯油・ガスの
　　　　　　光熱費比較計算をされませんか

台所など水まわりから、介護・電化までの住まい

のリフォームと住まいの困り事を解決するリビン

グサポートまでお気軽にご相談ください。

「電化も扱う総合リフォームとリビングサポートのお店」
上島プロパン株式会社　℡（0796）82-3110

【広告】

八田文化交流会臨時職員募集
　八田コミュニティセンター「おもしろ昆虫化石館」
に勤務する職員を次のとおり募集します。

◇職　　種　事務員（受付、一般事務並びに施設管
　　　　　　理維持、清掃業務）
◇募集人員　１名
◇勤 務 日　週５日勤務
　　　　　　（休日は原則月曜日と指定する日）
◇採用期間　平成 21 年 4 月 1 日～ 9 月 30 日
　　　　　　※更新あり
◇賃　　金　日額 4,800 円前後（6 時間勤務）
◇応募資格　平成 21 年 4 月 1 日現在、町内在住で
　　　　　　満 18 歳以上 65 歳未満、要自動車運
　　　　　　転免許、パソコンのできる人
◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写
　　　　　　真貼付のうえ、問い合わせ先まで郵送
　　　　　　にて提出してください。
◇募集期限　３月 19 日（木）※当日消印有効
◇面接日時　３月 22 日（日）八田コミュニティセ
　　　　　　ンターにて行います。詳細については、
　　　　　　締め切り後に応募者へお知らせします。

―問い合わせ―
〒 669-6943　新温泉町千谷 850

八田コミュニティセンター内
　八田文化交流会

℡（０７９６）９３ ‐ ０８８８
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県
民
局
組
織
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再
編
に
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い
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新
温

泉
健
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福
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事
務
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が
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す
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４
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ら
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岡
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。
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療
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定
不
妊
治
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成
、

肝
炎
治
療
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※
こ
れ
ま
で
保
健
師
が
行
っ
て
き
た
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務
及
び
一
部
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ど
は
、
豊
岡

健
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福
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務
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　平成 21 年 4 月の県民局組織の再編に伴い、但馬県民局の組織は次のように変わります。

◆部・担当参事の廃止と総務室・県民室の設置

◆事務所の統合再編（下線の事務所は、統合再編され、所在地が変更になります。）

◆問い合わせ　但馬県民局企画調整部　℡（0796）26-3602

現　　行 再　編　後
部 担当参事 新たに設置する組織 主な所掌事務

企画調整部
総務担当参事

総務室
地域振興企画、経理、人事、調整、広報・
広聴、防災企画調整・防災担当参事

コウノトリ翔る地域づくり担当参事

県民生活部 県民担当参事

県民室

県民運動・地域協働、商工、観光、労働、
環境保全

（このほか、但馬文教府、但馬生活科
学センターを所管）

環境創造担当参事

地域振興部 商工観光・労働担当参事

※県土整備部まちづくり担当参事の所掌事務は、土木事務所に移管

事務所種別 現　　行 再　編　後
県税 和田山県税事務所 豊岡県税事務所

健康福祉
新温泉健康福祉事務所

（新温泉保健事務所）

豊岡健康福祉事務所
　　　新温泉保健支援センター
新温泉健康福祉事務所

和田山健康福祉事務所 朝来健康福祉事務所

農林水産振興
豊岡農林振興事務所 豊岡農林水産振興事務所
和田山農林振興事務所 朝来農林振興事務所
但馬水産事務所 但馬水産事務所※ 1

農業改良普及

豊岡農業改良普及センター 豊岡農業改良普及センター※ 1

新温泉農業改良普及センター 新温泉農業改良普及センター※ 1

和田山農業改良普及センター 朝来農業改良普及センター※ 2

八鹿農業改良普及センター 　　　養父地域普及所※ 2

土地改良 豊岡土地改良事務所 豊岡土地改良事務所※ 1

和田山土地改良事務所 朝来土地改良事務所※ 2

土木
豊岡土木事務所　但東事業所 豊岡土木事務所　但東業務所
新温泉土木事務所　村岡事業所 新温泉土木事務所　香美業務所
八鹿土木事務所　朝来事業所 養父土木事務所　朝来業務所

分室 和田山分室 （総務室）
①※ 1 は豊岡農林水産振興事務所、※ 2 は朝来農林振興事務所の内部事務所に再編します。
②農林振興事務所と一体となった施策展開を行うため、但馬高原林道建設事務所は廃止し、事務（一部を除く）

を但馬県民局朝来農林振興事務所に移管します。
③事務所の名称が変わります。㋐「和田山」を冠している事務所　⇒「朝来」に改称
　　　　　　　　　　　　　　㋑「八鹿」を冠している事務所　　⇒「養父」に改称
　　　　　　　　　　　　　　㋒  豊岡農林振興事務所　　　　　  ⇒  豊岡農林水産振興事務所に改称

但馬県民局の組織再編についてのお知らせ




